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はじめに

CSR（企業の社会的責任）が
注目されるように

企業による数々の不祥事

・ＣＳＲ（企業の社会的責任）



しかし社会貢献活動は、企業にとって
利益追求と相反することなのでは？

新しい販売戦略がある！



eｘ.)品質・価格は同じ２つの商品

１つ買うごと１０円がカンボジアの地雷除
去費用に役立てられる

なし

Ｃａｕｓｅ Ｒｅｌａｔｅｄ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ



Cause Related Marketing
（コーズ・リレイテッド・マーケティング）
直訳
Causeを関連付けたマーケティング
 Cause：社会的な大義・主義・主張

≒「社会問題」
ex.)災害 環境

阪神淡路大震災の復興 ウミガメ保護

定義
CRM Cause（＝大概は非営利組織の活動目的等、社会的

に良いこと）を支援することによって、販売促進を図る
戦略的マーケティングである



CRMの概念図

企業 消費者

非営利組織

製品・サービス

課題の共有

代金・ブランドイメージ

寄付金 課題解決

亀川雅人・高岡美佳『CSRと企業経営』(2007)



企業の利益
《私益》

社会的目的
《公益》

CRMは理論上、
企業の利益と社会的目的の両方を達成できる

CRM

CRMの位置付け

ＣＲＭは社会貢献とは別のもの



先行研究からの考察

P.コトラー 「企業のコーズに取り組む意図がわかりやすいのが理想的」

世良耕一 「コーズと消費者の関係に配慮する必要がある」

ＣＲＭ先行研究から、

私達は「社会問題の選定」によって

利益が変化すると考えた

CRM成功の鍵は適切な社会問題の選定



仮説

適切な社会問題の選択により
Cause Related Marketingは

成功する



適切な社会問題の選定とは

顧客が興味・関心を持つか
ex.）阪神大震災

エイボン「乳がんにさよなら運動」

パートナーとする非営利団体と、営利・非営
利という異なる組織文化を共有できるか

※
Ｐ・コトラー著・恩蔵直人訳『社会的責任のマーケティング』東洋経済新報社（2007）
世良耕一「コーズ・リレイテッド・マーケティングの評価に(消費者とコーズの関係」が

与える要因に関する一考察」（２００３）



事例比較

アメリカンエキスプレス

ＯＭＣの活動比較

事業内容が同じ両者を比較し、

活動の成果の違いを考察する



OMCの流れ

両社の寄付の流れ

消費者
カード会社

非営利団体

カードでの支払い 支払金額の
0.5％を寄付

カードでの支払い
カードに入会

カード使用１回→１セント
カードに入会→１ドル
寄付される

アメリカンエクスプレスの流れ



アメリカンエキスプレス １

《自由の女神修繕プロジェクト》
概要
１９８３年 クレジットカードの新規入会ごとに１ドル、１

回の決済ごとに１セントが自由の女神の修

復基金に寄付

問題を多くの人が関与するものに設定

アメリカの象徴である自由の女神を対象にすることで
関心を集める



アメリカンエキスプレス ２

結果
・3ヵ月で

新規会員が45％増加
カード利用額28％増加

販売促進を達成し、
利益追求の事業として成功

寄付金170万＄の提供



OMC １

《社会貢献型カード》の発行
概要

１９９１年 ＯＭＣエコロジーカード発足

様々なカードテーマを取りそろえる

環境保全に関する１４のテーマを会員が選んで利用、

カードショッピングの０．５％の金額が緑の地球防衛

基金を通じて、各団体に助成



地球にやさしいカード

アトムカードはっぴーママカード

大阪メセナカード

OMCカード

利用金額の0.3％が「大阪府文化
振興基金」に寄付される

利用金額の0.5％が「おぎゃー
献金」に寄付される

利用金額の0.5%が（財）緑の
地球防衛基金を通じて保護・
研究団体へ寄付される。

利用金額の0.3％が児童擁護や
児童支援団体に寄付される
→寄付総額1270万円



ＯＭＣ ２

 結果

・１５年目で累計５億円を寄付

・キャンペーンカードの会員総数は減少し、寄付額も徐々に低下



（出典）内閣府「社会意識に関する世論調査」

日本国民の社会への貢献意識



グラフより、日本国民の社会貢献への問題意
識が高まっていることがわかる

ＯＭＣの社会問題の選択は
間違っていなかった

しかし、
実際キャンペーンカードの会員数は

減少している



社会問題の選定以外の要因

社会問題の選定以外にも要因があったと

考えられる

ex.） ・広告宣伝

・期間設定

・企業規模

・日本とアメリカの文化の違い



期間設定

アメリカンエキスプレスは3か月という短期間
でキャンペーンを行ったのに対し、OMCは期
間を設けずに長期的にキャンペーンを行って
いる

今回調べた事例では期間もCRMの
成功に関与すると推測される



年間寄付額

総額 一世帯辺り

アメリカ 約20兆円 約17万円

日本 約1000億円 約3千円

日本の社会への貢献意識は高
くなったがアメリカとの差はまだ
大きくひらいている

アメリカでCRMを行ったほうが
成功しやすいことが推測される

日本とアメリカの寄付行動



結論

適切な社会問題の選択により
Ｃause Ｒelated Ｍarketingが
成功するとは一概にはいえない



適切な社会問題の選択は、ＣＲＭ成功の
ための要素のひとつに過ぎず、成功のた
めには広告、期間の設定、国民性等の
様々な要素を考慮する必要がある



今後の課題

今回は推測として終わってしまった広
告や企業規模等の関与についての検
証を進め、CRMの成功方法を導き出
すことが必要である

・ＣＲＭの実証研究自体がまだ少ない



GLOBEPROJECTの紹介

活動概要

チャリティイベントを開催し、その収益費用を

カンボジアの地雷除去にあてている学生団体
CRM事業

サッカーボールを販売し、売上の一部をカンボ

ジアの地雷除去費用に当てる
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